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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・寺澤　彩様～7/9（月）10：00デイケア見学。

・7/17・18（火・水）第2回院内研修予定。7/10（火）までに出欠を入力する事。

・7/10・11(火・水)　第1回法人研修予定。

・7/9　秋山真由美Ｎｒｓ　ローテーション研修実施。（午後：通所）

・本日より9/1まで作業療法学生による実習開始。（東北メディカル学院4年　田中　綺乃）

＜青明舎情報交換＞

・下妻　康貴　様～7/3定期訪問実施。鼻水等が気になり、青南病院受診時に相談したと話している。アレルギー検査(血液検査)を7/24に予定。7/14(土)は友人と谷地温泉まで1泊旅行に行く予定との事。金銭的に問題はなく、旅行は楽しみだと話している。

・佐藤　朗子　様～仕事に関する事で同僚に言いたい事があるが、同僚が怖くて言えないと話す。スタッフより紙に書いて伝える方法もある事を伝えている。

・高柳　和子　様～7/4定期訪問実施。日曜・火曜と頓服薬（リスパダール）を使用したとの事。テレビもラジオもつまらなく、寝てばかりいると色々考え過ぎてしまい、落ち込んでいくと話している。9月に行われる作品展示会に編み物の展示をしてみないか伝えると、了承している。

・我満　奈津紀様～7/7定期訪問実施。最近はいくら眠っても疲れが取れず、頭痛がしているとの事。本人は「更年期障害かもしれない。」と話している。受診時に相談してきたいとの事。市営住宅に引っ越した友人から光熱費の料金など生活に関する質問が立て続けにきており、疲れてきたと話している。別な友人から誘われても疲れているため気分が乗らず断っているとの。本人の話を傾聴して対応している。

・中居　美津子様～7/8定期訪問実施。朝起きて両膝に力が入らない時があったり、頻尿や結石による痛みが時々あるが、主治医に相談しており様子を見ているとの事。幸房での作業については、4月から少し変化がありまだ緊張しているとの事。10月で64歳となり、いつまで幸房利用できるか、65歳以降の生活について考える事があると話している。働けるうちにどこかに就職するか考える事があるとの事。一般的に年を重ねてからの職探しは難しい事を話しながら、一人で抱え込まないよう話す。

・東海林　康之様～7/8定期訪問実施。居室内は週に一度程度掃除しているとの事で整頓されている。青山荘に入所していた頃から利用しているデイケアのおかげで、生活リズムが保たれアパート暮らしが無事一年経過したと考えているとの事。あと3年で60歳となるので、節目に何か残したいと考えていると話している。今勉強しているイラストレーションが上達して、少しでも小遣いとなればいいと考えている。また、特許管理士の資格取得もしたいとの事。まずは、イラスト講座の終了を目標とするよう話している。家計簿の確認をすると、野菜・肉・魚類の購入の他、安かったからとの理由で、使い方が分からないナツメグやバジルといった調味料を購入している。飲み物類の購入は控えているが、3日続けて徳用アイスを購入している事があり、購入の頻度について考えてみるよう話す。本人は「もう飽きたから買わない。」との事。

・大久保　恒夫様～7/8定期訪問実施。引っ越し後の片付けも終わり、落ち着いたと話している。腰痛がひどく眠れなかったとの事。痛みがひどいようであれば、整形外科受診を考えるとの事。真夜中トイレに起きた際に、荷物につまづき転ぶ事があり、うるさくしたと思い翌日階下の住人宅へ謝りに行ったとの事。近所付き合いに関して問題なく行なっている。

・大久保　律子様～7/8定期訪問実施。ベランダで喫煙しており、慣れるまで引っ越した事を後悔したが、以前のアパートより広く、ガスコンロの使い方などを業者に教えてもらったので快適との事。近所の人に挨拶する事出来ており、問題ないと話している。実家の父が骨折して入院していたが、退院し顔を見に行ってきた事を話している。

・松永　勘五郎様～65歳以降のうみねこ幸房利用に関し、市役所へ確認。6月いっぱいで利用契約が切れるが、引き続き利用可能との事。

・大久保　康弘様～土曜日に中村茂様の買い物に付き添うが、疲労は感じなかったとの事。前日の金曜日には中村様の買い物に付き添う事に対し疲労感を訴えている事がある。自身に負担とならない程度にするよう伝えている。

・中村　茂　　様～買い物で計算できず「1人で買い物行けない。」と話し、同グループホーム入居者から付き添ってもらい買い物をしているとの事。1人で買い物ができるよう様子を見ながら介入していく。

・淡路　智恵子様～アパートへの引越はやめたとの事。同グループホーム入居者の富田様との関係性が悪化すると不満や不安を感じるとの事。

・宮　陽子　　様～6/30の外来受診に来ず、その後より電話連絡や訪問をしても所在確認出来ない状態が続いている。兄様・ＳＷ・訪問看護などと情報共有し、今後の対処について検討していた。7/7受診され、本日は本人様から7/10デイケアを欠席するとの内容で電話連絡を受けている。一方的に電話を切られ、詳細を確認するため電話をかけ直している。数分後、本人様から再度電話あり、「用事があったらこちらからかけるので、かけないで欲しい。不愉快になる。」と話され、一方的に電話を切られている。病状不安定な様子が続いており、引き続き関係機関と情報共有し対応について検討していく。

・細越　定生　様～7/2帰宅時「話がある。」とスタッフを指名しており、デイケアを出て行く事に決めた。」と話されている。理由としては、「ここに来る意味が無くなった。自分も障害者で痛みを感じてきて譲れない所があるけど、ここでは何を言っても綺麗事で済まされるから。」と、自分の主張が通らない事を挙げている。退所後の日中活動としては、他の施設や公共機関を利用して過ごす予定との事。次回外来診察（7/12）まではデイケアを利用すると話されている為、退所後の生活について具体的に話し合う他、ご家族の意向も確認して行く必要がある事を説明している。

＜疾患別診療計画書の検討＞

長瀬　紘一郎　様（69）統合失調症　合併症：食道狭窄症　主治医：安ヶ平Ｄｒ　

入院歴
Ｓ43.9～Ｈ11.3まで松平病院へ計10回入退院を繰り返す（26歳時発症）

治療歴

青山荘入所、デイケア利用、デイナイトケア利用

現症
無為、自閉、感情鈍麻、慢性的な軽度欠陥状態

妄想、作話

利用目的

対人交流技能の向上、日常生活技能の向上

長期目標

食道狭窄症の改善を図り、刻み食を自分で調理できるようになる。単身アパート生活を続けていく。

中期目標

刻み食を上手くできる手順を早く獲得できるようになる。食べ物を良く噛む習慣を身につける。生活リズムを崩さないようにしていく。

短期目標

①自分でメニューを考えたり、詰まらせないような食事を用意できる。

②食事量を守り、食道に詰まらせる事なく刻み食を良く噛んで食べる。落ち着いて食べる。

③定期的に食道カメラを受けて現状維持にしていく。

④良く噛んで食べて周囲を気にしないように楽しく食べる。

治療計画

①本人と一緒にメニューを考え、調理の仕方（やわらかく煮る、極キザミにする）をアドバイスする。

②食事日記を記入して頂き、１週間に１回は確認を行っていく。

③定期的に食道カメラを実施しているので、検査結果の確認や検査に対する本人の思いを聞き、目標の動機づけにしていく。

④テーブルサイドにて良く噛んで食べるように声をかける。

現　状

・就労意欲があり、「青南病院で雇ってくれるって。」と妄想に左右された発言がある。

・ヘルパーを利用し家事をこなすが、衣類から異臭がする事がある。

・幼少時の事故にて、食道が3～5㎜の幅であり、刻み食にして食事を摂取。刻む事に対し負担に感じる様子。実施状況も雑さが見られる。

検討結果

長期目標については、①通所しながら病状悪化を防ぎ、単身生活を維持する

②安全に刻み食の準備と摂取を行なえる。

中期目標については、安全に食事の準備を行なえる。

短期目標と治療計画については検討していく。

＜外来情報＞

・我満　奈津紀様～次回受診日が祝日となるため、14日分処方となる。

・藤村　翔　　様～次回受診日が祝日となるため、14日分処方となる。

・繁名　和恵　様～ハロマンス1回/3週が1回/2週となり、本日左臀部に施行。頭痛があるとの事。

・菅原　信正　様～デイケアプログラムの進め方やデイケア利用者（田向　玲美　様）への不満を話す。

